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メディアアートワークショップ「ななめな学校ＳＰ」を開催します！ 

～千の葉の芸術祭仕様のラッピング車両が運行開始～ 

 

千葉市では、いつもとは違った「ななめな」ものの見方を体験し、新しい表現に挑戦する子ど

も向けメディアアートワークショップ「ななめな学校」を実施しています。 
今回は、千の葉の芸術祭のイベントのひとつとして、複数回のワークショップと成果発表会に

取り組む「ななめな学校ＳＰ」を開催しますので、お知らせします。 
 また、千葉都市モノレール及び京成バスの車両を千の葉の芸術祭仕様にラッピングしますので、

併せてお知らせします。 
 

１ ななめな学校ＳＰ 

（１）趣旨・目的 

  平成２８年度から第一線で活躍するアーティストやデザイナーを先生として迎え、光や

音、映像、センサーなどの新しいテクノロジーと自分の声や体などの身近なものを使って表

現するメディアアートのワークショップを実施し、子どもや若者に関心の高いメディア芸術

の振興を図っています。 

  今回のななめな学校は、千の葉の芸術祭の一環として開催し、初めて連続でのワークショ

ップを開催します。 

（２）開催日 

ア ワークショップ 令和３年６月５日（土）～７月３１日（土） 全５回 

  イ 成果発表会   令和３年８月～９月頃 

（３）会場 

   千葉市生涯学習センター 他 

（４）対象年齢 

ア 小学生向けの授業 小学校３年生～６年生 

イ 大人向けの授業  中学生以上 

（５）参加費 

  ３，０００円  

（６）定員 

   １０人（応募多数の場合は抽選） 

（７）内容 

 ア 小学生向けの授業 

    ・授業１ 衣装をつくって仮装パレードをしよう！ 

         布以外も使った身の回りの様々なものを集めて服を作ります。最後は作った

服を作者自身が身にまとって、発表します。 
    ・授業２ えんげき作品をつくる 

         脚本を作って演劇をテーマにしたワークショップを行います。 

  イ 大人向けの授業 

    ・授業３ 五感を使って映画をつくろう！ 

         映画映像分野で活躍するアーティストを先生に、実際に撮影機材を使って撮

影する方法を学び、最後に映像作品も発表します。 
    ・授業４ 夏への扉 日記をつける、写真をとる 

         千の葉の芸術祭の写真芸術展に出展する作家を講師とし、写真撮影のやりか

たを通して 新しいものの見方や表現を学びます。最後にそれぞれが撮影した

作品を展示します。 
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（８）応募期間 

令和３年４月１６日（金）～３０日（金） 

（９）応募方法 

以下のホームページに、名前（ふりがな）、電話番号、メールアドレス、年齢（学年）等 

を記入して、お申し込みください。 

   ＜申込み先＞ 

    ななめな学校 公式ホームページ 【ＵＲＬ】https://naname.school/go 

（10）お問い合わせ 

   千葉市役所文化振興課  

   【電 話】２４５―５９６１ 

   【メール】bunka.CIL@city.chiba.lg.jp 

（11）主催 

千の葉の芸術祭 実行委員会（構成団体：千葉市、公益財団法人千葉市文化振興財団、公 

益財団法人千葉市教育振興財団、公益社団法人千葉市観光協会、千葉市文化連盟、千葉市メ

ディア芸術振興事業実行委員会） 

 

２ 千葉都市モノレール及び京成バス ラッピング車両運行 

千の葉の芸術祭を開催するにあたり、千葉都市モノレール及び京成バスをラッピングしま

す。施工状況により運行期間は、前後する可能性があります。 

（１）千葉都市モノレール 

ア 運行期間 令和３年３月２６日（金）～９月３０日（木）（予定） 

イ イメージ 

 

 

（２）京成バス（連節バス） 

ア 運行期間 令和３年５月１日（土）～９月１２日（日）（予定） 

イ イメージ 
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 ＜参考＞千の葉の芸術祭とは 

１ 概要 

千葉市では、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催期間である令和

３年７月から９月にかけて、市の文化力を広く発信することを目的に、文化プログラムとし

て「千の葉の芸術祭」を開催する。 

  企画概要として、市民や市のスポットを被写体とした写真作品を展示する「写真芸術展」、

伝統芸能の鑑賞・体験会や光のインスタレーションなどのイベントを行う「伝統芸能と新し

い文化の発信」、感じながら考える創造の学びの場として「体験・創造ワークショップ（な

なめな学校）」を予定している。 

 

２ 経緯と予定 

  令和元年１１月に企画概要等を掲載した「千の葉の芸術祭基本計画書」（本イベント期間：

令和２年４月中旬から９月１３日（日）まで）を公表したが、新型コロナウイルス感染症の

拡大や東京２０２０大会の延期等を踏まえて、芸術祭の開催延期を令和２年４月に発表し

た。 

  令和３年３月末に、延期後の日程とそれを踏まえた実施概要等を定めた「千の葉の芸術祭

実施計画書」を公表予定。 


